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主な掲載内容

平成28年1月1日発行No.217

●第4回定例会を開催	 1面
●区政をきく（代表質問）	 2～3面
●区長挨拶	 3面
●区政をきく（一般質問）	 4～5面
●第4回定例会で決まった議案など	 6面
●平成28年定例会の予定	 6面
●第4回定例会の請願・陳情の結果	 7面
●親善訪問調査～産業調査～	 7面
●大田区議会議員（議席図）	 8面
●平成27年度議員研修会を開催	 8面
●第4回定例会で可決した意見書	 8面

第 4 回 定 例 会 号

お たお
今号の花
ボケ
花言葉：先駆者、
指導者、妖精の輝き

　大田区議会は、平成27年第4回定例会を11月26日から12月7日ま
での12日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、17名の議員が質
問し、議論しました（詳細は、2〜5面に掲載）。
　この定例会で上程、審議した主な内容は、次のとおりです。
●�区長提出議案として、平成27年度一般会計補正予算（第3次）や大
田区国家戦略特別区域外国人滞在施設経営事業に関する条例など報
告を含む33件が提出され、審議の結果、全ての議案を原案どおり可
決しました（詳細は、6面に掲載）。

●�議員提出議案として、条例案1件と意見書1件が提出され、審議の結
果、「テロ対策の強化･充実を求める意見書」を可決しました（意
見書の全文は、8面に掲載）。

●�請願・陳情は、審議の結果、不採択4件、そのほかは継続審査とな
りました（請願・陳情の結果は、7面に掲載）。

大田区国家戦略特別区域
外国人滞在施設経営事業
に関する条例を可決

　年頭に当たり大田区議会を代
表してご挨拶いたします。
　大田区は、「地域力」と「国際
都市おおた」をキーワードに、子
ども・高齢者・障がい者のための
福祉の充実や、国家戦略特別区域
制度を活用したまちづくりなど、
区民福祉の向上のための施策を
様々推進してきております。
　昨今では、生産年齢人口比率

の減少にみられる少子高齢化の顕在化や、人・モノなどの諸外国からの
往来の増大など、経済社会のグローバル化の進展による多様化への対応、
そして、竜巻や豪雨の頻発にみられる自然災害の脅威への対応などもク
ローズアップされ、計画的で速やかな対策が求められております。
　さらには、2020年東京オリンピック・パラリンピックを4年後に控え、
この大会を活用した魅力ある地域づくりにも区民の大きな期待が寄せら
れてきています。
　大田区では、「おおた未来プラン10年（後期）」により計画的で健全
な行財政運営を続けておりますが、より活力と魅力ある地域づくりには、
羽田空港が存する立地上の利点などを生かしながら、これらの課題解決
に向けて取り組んでいく必要があります。
　大田区議会は、こうした課題に対し、地域の特性などを十分に踏まえ、健
康で豊かな暮らしに寄与し、まちににぎわいと活力があふれた、安全で安心
な地域社会の実現を目指してまいりたいと存じます。
　今後とも、区民の皆様の信託に全力で応え、複雑多様化する区政への
要望に対し、多元的価値の体現という議会の特性を生かして、議決機関
としての重責を担ってまいる所存です。
　本年が明るい話題と希望の持てる一年となることを願います
と共に、皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。

年頭のご挨拶

副議長
松本　洋之

議　長
松原茂登樹
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［
平
成
28
年
度
予
算
編
成
］

28
年
度
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
が

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
る
。

本
事
業
は
、
他
区
と
比
べ
て
手
厚
い

助
成
内
容
と
認
識
し
て
い
る
が
、
開
始

か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
今
後
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
、
現
在
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
広
く
区
民
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

［
子
育
て
支
援
策
］

子
育
て
支
援
策
の
課
題
が
山
積
す
る

中
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

の
区
長
の
思
い
を
伺
う
。

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対

応
と
、
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図

る
予
算
編
成
が
重
要
と
認
識
し
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
定
員
の
拡
充
を
進
め
る
。
初

の
取
り
組
み
と
し
て
、
整
備
の
緊
急
性

の
高
い
地
域
で
、
区
が
土
地
・
建
物
を

借
り
受
け
、
運
営
事
業
者
に
転
貸
す
る

保
育
所
整
備
事
業
を
実
施
す
る
。

企
業
へ
の
協
力
を
促
す
仕
組
み
づ
く

り
や
働
き
掛
け
を
ど
う
行
う
の
か
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で
、

地
域
型
保
育
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。
認

可
の
対
象
と
な
る
事
業
所
内
保
育
所

は
、
地
域
に
お
い
て
保
育
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
受
け
入
れ
が
必
要
と
な
る
。

［
高
齢
者
施
策
と
健
康
施
策
］

現
在
の
老
人
い
こ
い
の
家
の
在
り
方

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
向
け
、

高
齢
者
の
元
気
維
持
と
介
護
予
防
か
ら

支
援
ま
で
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
的
な
運

営
を
目
指
し
、
モ
デ
ル
事
業
の
準
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
介
護
予
防
の
充
実

と
高
齢
者
の
就
労
・
社
会
参
加
、
地
域

交
流
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

今
ま
で
以
上
に
高
齢
者
と
子
ど
も
た

ち
の
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
子
育
て

し
や
す
い
大
田
区
を
目
指
す
べ
き
。

豊
か
な
社
会
経
験
や
知
識
、
技
術
を

持
ち
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て
貴

重
な
人
材
で
あ
る
高
齢
者
と
、
子
ど
も

た
ち
や
若
い
世
代
と
の
交
流
の
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
の
醸
成
や
子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成

に
好
影
響
を
与
え
、
相
乗
効
果
を
発
揮

で
き
る
と
考
え
る
。

今
ま
で
来
な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
来

て
も
ら
う
と
い
っ
た
観
点
を
持
っ
て
、

老
人
い
こ
い
の
家
の
再
編
を
進
め
る
べ

き
。
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
世
代
を

越
え
た
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
再
編
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
な
ど
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

総
合
的
な
介
護
予
防
事
業
の
推
進
と
、

効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
再
構
築
を
行

う
べ
き
だ
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

区
で
は
、
様
々
な
場
面
で
の
高
齢
者

の
就
労
支
援
や
介
護
予
防
の
担
い
手
と

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
な
ど
、
元

気
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
一
層
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［
産
業
施
策
］

大
田
区
な
ら
で
は
の
企
業
誘
致
を
し

っ
か
り
と
目
指
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

区
へ
の
進
出
意
向
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
民
間
貸
工
場
な
ど
の
紹
介
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
開
発
型
企

業
な
ど
の
区
内
立
地
に
か
か
る
経
費
の

助
成
事
業
を
27
年
度
か
ら
創
設
し
た
。

［
防
災
協
定
］

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
よ
り
強
固

に
し
、
防
災
体
制
を
確
立
す
る
と
共
に
、

一
層
多
く
の
自
治
体
と
防
災
協
定
を
結

ぶ
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

同
時
被
災
の
可
能
性
の
低
い
遠
隔
地

自
治
体
と
の
相
互
応
援
協
定
の
締
結
が

必
要
と
考
え
、
現
在
は
「
東
海
道
五
十

三
次
市
区
町
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
」
へ
の
加
盟
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。
並
行
し
て
、
区
の
イ
ベ
ン
ト
で

交
流
の
あ
る
関
係
性
の
深
い
自
治
体
と

の
協
定
締
結
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

若
い
世
代
を
地
域
の
防
災
活
動
に
取

り
込
む
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を
伺
う
。

若
い
世
代
を
地
域
に
守
ら
れ
る
だ
け

の
立
場
で
は
な
く
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
存
在
に
育
成
し
た
い
と
考
え
、
若
い

世
代
で
も
防
災
活
動
に
楽
し
く
参
加
で

き
る
よ
う
「
防
災
運
動
会
」
な
ど
を
開

催
し
て
い
る
。

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
］

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

野
球
場
は
区
に
51
か
所
あ
る
が
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な

い
。
区
民
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
本
格
的

に
行
う
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
新
た
な
専
用
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
は
、
今
後
の
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

［
旅
館
業
法
の
特
例
］

安
全
・
安
心
を
確
保
し
た
う
え
で
、

旅
館
業
法
の
特
例
を
活
用
し
た
取
り
組

み
の
プ
ラ
ス
面
の
効
果
と
、
ど
う
活
用

し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

多
く
の
外
国
人
の
方
が
、
観
光
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
田

区
の
魅
力
を
知
る
機
会
が
拡
大
し
、
商

店
街
や
商
業
施
設
で
の
消
費
が
区
内
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
宿
泊
施
設

と
区
内
周
遊
ツ
ア
ー
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
ど
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

［
中
央
防
波
堤
埋
立
地
の
帰
属
問
題
］

江
東
区
と
何
を
話
し
合
い
、
成
果
は

何
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

第
３
回
定
例
会
以
降
、
担
当
課
長
に

よ
る
会
合
の
場
で
顔
合
わ
せ
や
経
緯
の

確
認
な
ど
を
行
っ
た
が
、
ま
だ
実
質
的

な
正
式
協
議
に
は
入
れ
て
い
な
い
。
地

方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
手
法
を

踏
ま
え
今
後
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

技
術
・
技
能
の
継
承
を
支
援
す
る
本

格
的
な
施
策
こ
そ
進
め
る
べ
き
。
新
年

度
予
算
に
、
産
業
経
済
費
の
大
幅
な
予

算
増
額
を
求
め
る
。

区
内
産
業
の
発
展
に
と
っ
て
真
に
必

要
な
産
業
支
援
策
を
推
進
す
る
。

新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
の
破
綻
は
明

確
。
白
紙
撤
回
し
、
今
後
区
民
の
税
金

を
１
円
で
も
使
う
べ
き
で
は
な
い
。

区
及
び
東
京
都
全
体
の
発
展
の
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。

羽
田
空
港
の
跡
地
の
多
目
的
広
場
は
、

当
初
の
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
僅
か
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。
区
民
の
願
い

で
あ
る
多
目
的
広
場
が
中
心
の
計
画
に

戻
す
べ
き
。
ま
た
、
積
立
金
１
７
２
億

円
は
区
内
中
小
企
業
支
援
に
使
う
べ
き

で
あ
る
。

跡
地
の
利
用
は
、
羽
田
空
港
移
転
問

題
協
議
会
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討

が
基
本
。
積
立
基
金
は
、
跡
地
の
ま
ち

づ
く
り
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
。

京
急
蒲
田
駅
前
再
開
発
の
よ
う
な
、

住
民
追
い
出
し
の
雑
色
駅
前
再
開
発
は

や
め
る
べ
き
。

雑
色
駅
前
は
、地
元
地
権
者
が
10
年

以
上
に
わ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
奉
仕
の
大
規
模

開
発
で
は
な
く
、
区
民
の
命
、
暮
ら
し
、

営
業
を
守
り
応
援
す
る
仕
事
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
む
た
め
、
予
算
の
重
点
を

切
り
替
え
る
よ
う
求
め
る
。

来
年
度
予
算
編
成
で
、
４
つ
の
重
点

課
題
を
掲
げ
、
区
民
の
誰
も
が
安
全
・

安
心
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

［
安
心
で
き
る
国
民
健
康
保
険
に
］

介
護
保
険
の
制
度
の
保
険
料
を
賦
課

さ
れ
、
生
活
保
護
基
準
以
下
に
な
っ
た

場
合
に
、
保
険
料
を
免
除
す
る
と
い
う

境
界
層
措
置
を
国
保
に
も
実
施
す
る
こ

と
や
、
均
等
割
に
よ
り
子
ど
も
の
人
数

に
比
例
し
て
保
険
料
が
上
が
る
制
度
を

見
直
し
、
抜
本
的
な
国
庫
負
担
の
増
額

を
国
に
求
め
る
べ
き
。

次
期
の
国
保
制
度
改
革
に
向
け
た
国

と
地
方
の
協
議
の
場
「
国
保
基
盤
協
議

会
」
な
ど
で
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
は
国
の
財
政
支
援
で
保
険
料
引
き

下
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

る
が
、
な
ぜ
今
年
度
引
き
下
げ
な
か
っ

た
の
か
、
来
年
度
は
引
き
下
げ
る
べ
き
。

国
の
制
度
改
正
に
よ
る
影
響
も
勘
案

し
、
被
保
険
者
に
過
大
な
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
検
討
を
重
ね
る
。

［
民
泊
条
例
で
区
民
の
安
全
・
安
心
は

守
れ
る
か
に
つ
い
て
］

連
日
マ
ス
コ
ミ
で
も
違
法
な
民
泊
が

報
道
さ
れ
地
域
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な

っ
て
い
る
状
況
も
あ
る
。
違
法
な
民
泊

規
制
の
た
め
に
は
、
旅
館
業
法
違
反
で

の
取
り
締
ま
り
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

悪
質
な
場
合
は
警
察
と
連
携
し
、
旅

館
業
法
違
反
で
の
取
り
締
ま
り
も
検
討
。	

必
要
事
項
は
規
則
で
定
め
る
が
、
施

行
予
定
が
1
月
で
は
区
民
の
不
安
は
解

消
さ
れ
な
い
。
９
月
に
成
立
し
た
大
阪

府
は
、
来
年
４
月
が
実
施
予
定
で
あ
り
、

区
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
条
例
制
定
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

条
例
、
規
則
、
運
用
な
ど
に
定
め
る

こ
と
で
、
区
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

写真は、子どもが参加する防災訓練の様子。区では、自助・共助・公助の理念のもと、
地域が主体となって地域の安全を守る、地域力を生かした災害に強いまちづくりを進
めている。

［
憲
法
を
生
か
す
区
政
へ
］

71
万
区
民
の
平
和
に
責
任
を
持
つ
た

め
、
成
立
し
た
安
全
保
障
関
連
法
（
戦

争
法
）
に
、
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
を

守
る
立
場
か
ら
反
対
の
表
明
を
す
べ
き
。

次
世
代
に
向
け
た
平
和
な
都
市
を
築

く
こ
と
が
我
々
の
最
も
重
要
な
使
命
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

［
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
］

区
民
の
暮
ら
し
が
大
変
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
安
倍
政
権
の
社
会
保
障
削
減
、

暮
ら
し
圧
迫
の
悪
政
か
ら
住
民
を
守
る

防
波
堤
と
し
て
、
区
は
、
本
来
の
役
割

を
発
揮
す
べ
き
。
消
費
税
10
％
の
増
税

中
止
を
政
府
に
求
め
る
べ
き
。

社
会
保
障
制
度
の
安
定
財
源
の
確
保

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

昨
年
度
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
下

が
っ
た
結
果
か
ら
、
導
入
さ
れ
た
が
ん

検
診
の
一
部
自
己
負
担
を
検
証
し
、
受

診
率
を
上
げ
る
た
め
無
料
に
戻
し
、
希

望
者
全
員
が
受
診
で
き
る
よ
う
、
受
診

期
間
の
制
限
を
無
く
す
べ
き
。

無
料
に
戻
す
考
え
は
な
い
。
現
時
点

で
実
施
期
間
の
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

日
本
一
と
い
わ
れ
た
高
度
な
技
術
の

も
の
づ
く
り
集
積
地
で
あ
る
大
田
区
は
、

９
千
社
あ
っ
た
区
内
中
小
工
場
が
、
現

在
で
は
３
４
８
１
社
と
な
っ
た
。
年
末

を
控
え
、
区
内
も
の
づ
く
り
中
小
企
業

の
支
援
と
し
て
越
年
対
策
と
な
る
よ
う
、

来
年
度
予
算
を
前
倒
し
し
、
さ
ら
な
る

補
正
予
算
を
組
む
べ
き
。

予
算
の
前
倒
し
に
よ
る
補
正
予
算
の

考
え
は
な
い
。

移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
区
内
中
小
企

業
の
た
め
に
土
地
を
確
保
し
、
京
浜
島

な
ど
の
工
場
団
地
の
よ
う
に
、
新
た
な

中
小
企
業
の
た
め
の
工
場
団
地
を
つ
く

る
な
ど
、
移
転
し
な
い
対
策
を
講
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

区
は
直
接
企
業
を
訪
問
し
、
企
業
が

抱
え
る
立
地
上
の
課
題
を
把
握
し
た
上

で
各
種
産
業
支
援
施
策
を
紹
介
し
、
企

業
の
区
内
留
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

区
政
を
き
く

代
表
質
問

大
田
区
版
総
合
戦
略
を
策
定
し

重
要
施
策
に
積
極
的
な
投
資
を

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合　

深
川
　
幹
祐

憲
法
を
生
か
し
平
和
・
暮
ら
し
・

営
業
が
重
点
の
区
政
に

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団　

大
竹
　
辰
治

大田区産業プラザPiO内にある東京都立産業
技術研究センター城南支所において、地元機
関との連携強化などを目的とした先端計測加
工ラボが新設された。
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［
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
］

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
な
ど
の
被
害
か

ら
区
民
を
守
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
の

方
針
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

警
察
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、

様
々
な
機
会
や
媒
体
を
活
用
し
、
重
点

的
に
広
報
を
展
開
し
て
き
た
。
高
齢
者

施
設
で
の
周
知
活
動
を
行
う
な
ど
、
今

後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
ま
で
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
ど

れ
だ
け
の
経
費
が
か
か
り
、
国
か
ら
の

補
助
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の
か
。

国
の
補
助
は
１
億
７
千
万
円
で
、
２

億
３
千
万
円
が
現
時
点
で
の
区
の
負
担

額
で
あ
る
。

自
治
体
間
の
情
報
連
携
開
始
に
向
け

て
、
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
る
「
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
」
を
区
が
活
用
し
て
い

く
方
向
な
の
か
を
問
う
。

区
単
独
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
推
進
し
て

い
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
の
「
集
約
共
同

利
用
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
調
査
研

究
中
で
あ
る
。

［
高
齢
者
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
］

複
合
的
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者

へ
の
窓
口
、
問
題
解
決
に
導
く
拠
点
と

な
る
、
生
活
再
建
・
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
「
ジ
ョ
ボ
タ
」
の
体
制
強
化
、

拡
充
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

平
成
27
年
11
月
か
ら
、就
労
支
援
を

充
実
・
強
化
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ボ
タ
の

Ｐ
Ｒ
や
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
中
で
、
高
齢
者
を
含
め
誰
も

が
相
談
し
や
す
い
体
制
を
築
い
て
い
く
。

［
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
］

認
知
症
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

 

「
認
知
症
検
診
」
の
実
施
が
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
早
期
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
所
見
を
伺
う
。

大
田
区
認
知
症
検
診
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
引
き
続
き
医
師
会
と
十
分
に

協
議
し
て
い
く
。

地
域
で
の
認
知
症
高
齢
者
対
策
の
取

り
組
み
が
、
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
道
筋
と
な
る
。
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

家
族
介
護
者
へ
の
支
援
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
ま
で
の
一
連
の
支
援
を
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
介
護
事
業
者
な

ど
と
連
携
を
密
に
し
て
体
系
的
に
提
供

し
て
い
く
。

［
地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て
］

区
南
部
保
健
医
療
圏
に
お
い
て
基
準

病
床
数
が
増
え
る
可
能
性
を
聞
い
て
い

る
。
六
郷
地
区
で
の
病
院
誘
致
要
望
に

つ
い
て
、
都
及
び
お
お
た
地
域
医
療
検

討
会
に
対
し
て
、
改
め
て
地
域
の
要
望

を
伝
え
て
欲
し
い
が
い
か
が
か
。

地
域
医
療
構
想
策
定
に
あ
た
り
、
地

域
の
実
情
や
特
性
が
十
分
に
反
映
さ
れ

た
も
の
と
な
る
よ
う
、
都
に
要
請
し
た
。

お
お
た
地
域
医
療
検
討
会
で
は
、
六
郷

地
区
を
は
じ
め
、
区
内
全
体
の
医
療
機

能
、
医
療
資
源
の
現
状
と
今
後
の
施
策

展
開
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

［
区
民
を
守
る
防
災
・
減
災
対
策
、
国

土
強
靭
化
に
つ
い
て
］

「
国
土
強
靭
化
」
は
大
田
区
民
を
守

る
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
な
る
。

区
長
の
考
え
を
伺
う
。

国
土
強
靭
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
い

か
な
る
大
規
模
災
害
に
際
し
て
も
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
迅
速
な
復

旧
・
復
興
を
図
る
た
め
の
も
の
。
未
来

プ
ラ
ン
後
期
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
新
た
な
被

害
想
定
を
踏
ま
え
て
、
倒
れ
な
い
・
燃

え
な
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
災
害
対
応
力

の
向
上
、
地
域
力
を
最
大
限
に
活
用
し

た
災
害
へ
の
備
え
な
ど
に
、
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
、
国
土
強
靭
化
の
理

念
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
区
民
の
生
命

	

・
財
産
を
守
り
、
速
や
か
な
復
旧
・
復

興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

人
命
救
助
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、
物
資

輸
送
の
車
両
な
ど
、
災
害
支
援
協
定
機

関
と
「
緊
急
車
両
認
定
」
や
「
通
行
許

可
証
発
給
」
な
ど
事
前
に
決
め
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

申
請
に
は
事
前
の
車
両
特
定
な
ど
課

題
も
あ
る
が
、
協
定
団
体
全
体
に
広
げ

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

災
害
時
に
活
動
す
る
「
緊
急
車
両
」

に
対
し
、
事
前
に
区
が
大
き
な
サ
イ
ズ

の
緊
急
車
両
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
作

成
・
発
行
し
、
災
害
時
に
優
先
で
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
給
油
で
き
る
よ
う
石
油
事
業

者
な
ど
と
協
定
を
結
ん
で
は
い
か
が
か
。

災
害
時
に
緊
急
車
両
用
の
燃
料
な
ど

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
災
害
応
急
対
策

上
重
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
実
効
性
の

あ
る
燃
料
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
区
内
産
業
の
発
展
と
医
工
連
携
］

区
内
企
業
が
医
工
連
携
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
実
用
的
な
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
と
思
う
が
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

医
療
機
器
・
器
具
の
分
野
に
新
規
参

入
を
行
う
場
合
、
販
売
に
関
す
る
法
規

制
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
た
め
、

文
京
区
に
集
積
す
る
医
療
機
器
製
造
販

売
業
の
許
可
を
持
つ
製
販
企
業
と
の
連

携
に
よ
り
、
医
療
分
野
へ
の
円
滑
な
参

入
が
期
待
で
き
る
。
今
後
も
区
が
文
京

区
、
川
崎
市
な
ど
と
自
治
体
間
連
携
を

進
め
る
と
共
に
、
区
産
業
振
興
協
会
が

も
の
づ
く
り
企
業
と
製
販
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
医
工
連
携
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
生
か

し
た
今
後
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
］

空
港
か
ら
区
内
へ
の
誘
客
の
取
り
組

み
と
し
て
、
訪
日
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
多
言
語
で
区
の
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ

せ
、訪
日
後
は
Ｗ
ｉ
−Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

や
サ
イ
ン
・
多
言
語
で
の
案
内
対
応
が

重
要
と
思
う
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

多
言
語
版
の
公
式
観
光
サ
イ
ト
の
公

開
と
、
来
訪
後
も
観
光
情
報
を
容
易
に

収
集
で
き
る
よ
う
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
整
備

し
て
い
く
。
ま
た
、
滞
在
期
間
中
の
安

全
・
安
心
に
配
慮
し
た
災
害
情
報
の
多

言
語
化
も
重
要
。
区
が
安
心
し
て
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
、

訪
日
前
か
ら
周
知
す
る
情
報
提
供
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

［
シ
ニ
ア
の
生
き
が
い
、
生
涯
現
役
社

会
に
向
け
た
社
会
参
加
推
進
事
業
］

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
応
援
の
つ
ど
い
」

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
健
康

寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
、
き
っ
か
け

づ
く
り
を
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

本
事
業
は
、
団
塊
の
世
代
や
元
気
高

齢
者
が
、
地
域
活
動
団
体
な
ど
と
交
流

を
図
り
、
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
を
つ

か
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
力
を
生
か
し
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
や
介
護
予
防
事
業
を
創
出
し
、

健
康
長
寿
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

地
域
に
根
差
し
た
高
齢
者
支
援
の
取

り
組
み
を
行
う
団
体
と
の
連
携
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
必
要
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
所
見
を
伺
う
。

今
後
と
も
元
気
な
高
齢
者
・
地
域
の

団
体
・
民
間
事
業
者
な
ど
、
全
て
の
担

い
手
に
よ
る
、
地
域
力
を
生
か
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

［
障
が
い
児
者
へ
の
切
れ
目
の
無
い
支

援
に
つ
い
て
］

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外

と
な
る
、
学
校
に
在
籍
し
な
い
学
齢
期

の
障
が
い
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

区
は
障
が
い
に
つ
い
て
の
相
談
支
援

や
療
育
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
学
齢
・
青
年
期
の
相
談
に
対
応
可
能

な
専
門
相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
18
歳
以

上
の
発
達
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
生

活
訓
練
や
、
社
会
生
活
技
能
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
個
別
の
抱
え

写真は、医療機器の設計・製造に関する「アジア最大」の展示会
「MEDTEC Japan」出展の様子。区では、医療関係者と製造業者の
連携を支援し、新たな医療機器や器具の開発などを推進している。

「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
街
大
田
区
」

を
目
指
し
て

大
田
区
議
会
公
明
党　

大
橋
　
武
司

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
、
目
指
し
て
！

大
田
区
議
会
民
主
党　

山
崎
　
勝
広

る
問
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行

っ
て
い
く
。	

発
達
障
が
い
児
・
者
に
対
し
て
、
国

が
十
分
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
な
ら
ば
、
区
に
お
い
て
支
援
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
が

重
要
な
課
題
と
認
識
し
「
発
達
障
が
い

児
・
者
支
援
計
画
」
を
策
定
、
全
庁
体

制
で
進
め
て
い
る
。
30
年
度
完
成
を
目

指
し
た
「
さ
ぽ
ー
と
ぴ
あ
」
二
期
工
事

で
は
、
学
齢
期
の
発
達
障
が
い
児
支
援

の
機
能
を
持
つ
専
門
的
施
設
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。
特
に
教
育
機
関
や
医

療
と
の
連
携
を
密
に
し
た
機
能
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
社
会
に
出
た
後
も
、

継
続
し
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を

施
設
と
の
連
携
で
充
実
し
て
い
く
。

［
区
制
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
］

記
念
事
業
の
企
画
は
、
人
員
や
予
算

な
ど
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
既
存
の
事

業
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

既
存
の
事
業
に
あ
わ
せ
負
担
軽
減
を

図
り
つ
つ
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事

業
運
営
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

写真は、いきいき公園体操講座の様子。区では、「高齢者が住み慣れた地域で安心して暮
らせるまち」を目指し、高齢者が、いつまでも健康を維持し、生きがいを持って暮らせるよ
う、取り組みを進めている。

 

【
（
仮
称
）
大
田
区
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
】

　
人
口
構
成
の
変
化
を
見
据
え
、
事

前
に
対
策
を
講
じ
、
地
域
経
済
・
社

会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
と
共

に
、
大
田
区
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
活
用
し
て
地
方
と
の
共

存
共
栄
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
策
定
い
た
し
ま
す
。　

 

【
全
国
初
の
外
国
人
滞
在
施
設
経
営

事
業
の
実
施
に
向
け
て
】

　
宿
泊
施
設
の
不
足
解
消
や
、
２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
控
え
、
外
国
人

向
け
の
滞
在
施
設
を
確
保
す
る
と
共

に
、
区
民
の
安
全
と
安
心
、
衛
生
面

を
確
保
で
き
る
環
境
の
整
備
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
【
外
国
人
へ
の
お
お
た
の
魅
力
の
発

信
と
観
光
拠
点
】

　
６
か
国
語
に
対
応
し
た
大
田
区
公

式
観
光
サ
イ
ト
の
開
設
と
区
内
の
主

要
駅
周
辺
・
大
田
区
役
所
本
庁
舎
・

区
施
設
15
か
所
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

機
器
を
設
置
す
る
と
共
に
、
京
急
蒲

田
駅
直
結
の
商
業
施
設
内
に
新
た
な

観
光
拠
点
と
な
る
大
田
区
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

大
田
区
公
式
観
光
サ
イ
ト
に
よ
り
、

訪
日
前
に
大
田
区
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
）
に
よ
り
情
報
収
集
し
、
大
田
区

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
お
も
て
な

し
」
を
経
験
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

【
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
】

　
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
助
、

共
助
、
公
助
の
施
策
を
推
進
し
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
体
制
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
身
近
な

老
人
い
こ
い
の
家
を
活
用
し
、
元
気

維
持
、
社
会
参
加
、
地
域
交
流
事
業

に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

め
ざ
し
ま
す
。

 

【
新
空
港
線
の
整
備
に
向
け
て
】

　
平
成
27
年
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
整
備
促
進

区
民
協
議
会
に
お
け
る
新
空
港
線
の

経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
講
演
の
中

で
、
大
田
区
に
お
け
る
経
済
波
及
効

果
は
初
年
度
１
４
０
０
億
円
余
り
と

算
出
さ
れ
、
こ
の
事
業
の
高
い
経
済

効
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
空
港
線

の
実
現
に
向
け
、
私
が
先
頭
に
立
っ

て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
地
球
に
優
し
い
エ
コ
カ
ー
導
入
】

　
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
「
ゼ
ロ
」、

ガ
ソ
リ
ン
車
と
比
較
し
て
環
境
負
荷

の
大
幅
な
低
減
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
燃
料
電
池
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

28
年
２
月
に
は
、
大
田
区
池
上
に
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
】

　
「
暮
ら
し
て
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
、

地
域
力
あ
ふ
れ
る	

国
際
都
市
お
お

た
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
子
育
て

支
援
策
と
元
気
高
齢
者
対
策
や
健
康

施
策
を
、
28
年
度
予
算
の
目
玉
と
し

て
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

松原忠義区長

区
長
挨
拶 

（
抜
粋
）
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椿
　
　
真
一

大
田
区
議
会

公
明
党

［
貧
困
の
連
鎖
に
つ
い
て
］

生
活
保
護
世
帯
以
外
の
貧
困
世
帯
の

児
童
に
も
、
生
活
保
護
世
帯
と
同
じ
よ

う
に
学
習
支
援
が
あ
る
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
で
は
、

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
支
援
事
業
が
任
意
事
業
と
し
て
規
定

さ
れ
、
事
業
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

昼
「
学
び
な
お
し
」
教
室
で
、
外
国

人
母
子
家
庭
の
母
親
が
日
本
語
の
読
み

書
き
を
習
得
す
る
こ
と
は
看
護
、
福
祉
、

保
育
な
ど
人
材
不
足
職
種
の
就
業
推
進

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

外
国
人
向
け
に
初
心
者
日
本
語
教
室

を
開
設
、
個
々
の
学
習
環
境
を
踏
ま
え

た
日
本
語
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

貧
困
状
態
の
子
ど
も
は
家
庭
の
食
事

で
は
栄
養
が
取
れ
ず
、
給
食
が
唯
一
の

栄
養
の
あ
る
食
事
と
い
う
事
例
も
あ
る
。

居
場
所
を
兼
ね
た
夕
食
提
供
を
推
進
す

る
団
体
を
支
援
す
る
方
法
は
な
い
か
。

社
会
福
祉
法
人
が
、ひ
と
り
親
家
庭

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
食
育
を
実
施
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
生
活
困
窮
世

帯
に
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
側
面
的
支
援
を
検
討
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業

は
、
緊
急
の
場
合
に
対
象
年
齢
の
枠
を

外
し
期
間
を
決
め
て
派
遣
を
行
っ
て
は
。

課
題
を
整
理
す
る
。

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

す
る
保
育
料
の
負
担
額
や
助
成
額
の
算

定
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

検
討
委
員
会
で
の
議
論
の
動
向
を
踏

ま
え
、
適
切
に
対
応
す
る
。

「
貧
困
の
連
鎖
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
」

の
問
題
に
対
し
、
地
域
庁
舎
を
べ
ー
ス

に
子
育
て
、
教
育
、
就
労
の
連
携
を
と

り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
し
て
は
ど
う
か
。

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
地
域
庁
舎
の

活
用
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
含
め
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
相

談
・
支
援
体
制
を
検
討
す
る
。

［
大
田
区
に
お
け
る
創
エ
ネ
と
省
エ
ネ

に
つ
い
て
］

水
素
の
安
全
性
と
安
全
対
策
を
問
う
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
タ
ン
ク

は
高
い
強
度
と
密
封
性
を
有
し
、
も
し

水
素
が
漏
れ
た
場
合
、
空
気
よ
り
軽
く

拡
散
性
が
高
い
性
質
を
利
用
し
、
空
気

中
に
放
出
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

区
施
設
の
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電
源
、
再
開
発
な
ど
の
際
の
メ
イ
ン
電

源
と
し
て
業
務
用
大
型
燃
料
電
池
の
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

更
な
る
技
術
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

勝
亦
　
　
聡

大
田
区
議
会

公
明
党

［
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
設
置
に
つ
い
て
］

陳
情
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
に
つ

い
て
、
区
民
に
分
か
り
や
す
い
設
置
環

境
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
実
施
し
た
の

か
、
伺
う
。

区
施
設
へ
の
設
置
は
、
陳
情
が
出
さ

れ
た
平
成
23
年
度
末
で
１
７
８
台
だ
っ

た
が
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
、
あ
る
い

は
ハ
イ
リ
ス
ク
な
人
が
多
い
公
の
施
設

に
設
置
拡
大
を
図
り
、
27
年
10
月
末
現

在
３
２
０
台
と
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
短
期
レ
ン
タ
ル
費
用
に
対
す
る

助
成
制
度
も
創
設
し
た
。
区
施
設
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
救
急
医

療
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン
ク

を
は
り
、
情
報
提
供
し
て
い
る
。

区
内
に
あ
る
交
番
な
ど
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
状
況
は
。

区
内
で
は
57
か
所
に
24
時
間
誰
も

が
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
付
自
動
販
売
機
の
普
及
や
コ

ン
ビ
ニ
へ
の
設
置
な
ど
、
24
時
間
ア
ク

セ
ス
可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
を
要
望
す

る
が
区
の
見
解
は
。

区
が
直
接
対
応
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

設
置
を
希
望
す
る
団
体
を
支
援
す
る
仕

組
み
な
ど
も
含
め
多
面
的
に
検
討
す
る
。

［
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
］

一
定
額
以
上
の
寄
附
者
に
特
典
の
付

与
を
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
で
、

寄
附
行
為
へ
の
意
識
向
上
、
大
田
区
へ

の
郷
土
愛
向
上
、
区
の
自
主
財
源
の
確

保
に
つ
な
が
る
。
区
の
見
解
は
。

特
別
区
長
会
は
、
地
方
創
生
の
た
め

に
は
本
来
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
す

る
と
い
う
趣
旨
に
立
ち
返
る
べ
き
と
主

張
し
て
お
り
、
区
が
積
極
的
に
特
典
の

付
与
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
同
時
に
、

区
へ
の
寄
附
を
通
じ
た
郷
土
愛
の
向
上
、

区
の
名
産
品
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
新

た
に
応
援
し
て
い
た
だ
く
方
を
発
掘
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
と
考
え
、
寄
附
文

化
の
醸
成
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る
。

［
「
が
ん
」
と
闘
っ
て
い
る
方
た
ち
の

支
援
に
つ
い
て
］

が
ん
治
療
の
副
作
用
に
よ
り
脱
毛
し

た
方
を
対
象
に
、
医
療
用
か
つ
ら
の
購

入
費
の
一
部
を
、
一
定
の
条
件
の
も
と

で
助
成
す
る
制
度
を
新
設
す
べ
き
。

が
ん
患
者
の
就
労
や
社
会
参
加
と
、

療
養
生
活
と
の
両
立
は
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
が
ん
患
者
へ

の
支
援
を
検
討
す
る
。

北
澤
　
潤
子

大
田
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

［
ひ
と
り
に
し
な
い
子
育
て
支
援
］

出
産
後
間
も
な
い
時
期
に
母
親
は
最

も
不
安
で
孤
独
を
感
じ
る
。
地
域
ご
と
、

月
齢
ご
と
に
母
子
で
集
ま
り
仲
間
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
な
母
親
支
援
が
必
要
。

育
児
不
安
の
あ
る
母
親
を
対
象
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
力
強
化
の
た
め
、
民
間
子
育

て
支
援
団
体
の
活
動
は
重
要
。
連
携
・

協
働
に
よ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え

よ
り
良
い
子
育
て
環
境
を
創
る
べ
き
。

情
報
共
有
し
、
支
援
を
進
め
て
い
く
。

［
区
民
協
働
の
在
り
方
に
つ
い
て
］

地
域
力
応
援
基
金
の
助
成
終
了
後
、

多
く
の
団
体
が
、
他
団
体
や
担
当
部
署

と
の
連
携
を
望
ん
で
い
る
。
区
民
活
動

の
推
進
の
た
め
に
、
助
成
終
了
後
も
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
や
連
携
を
考
え
る
べ
き
。

助
言
や
情
報
提
供
な
ど
で
き
る
限
り

の
支
援
を
し
て
い
る
。荻

野
　
　
稔

維
新
の
党

大
田
区
議
会

［
区
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
］

養
護
施
設
出
身
者
な
ど
、
親
権
者
の

支
援
が
期
待
で
き
な
い
未
成
年
者
に
も
、

利
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
。

国
や
都
・
民
間
の
各
種
支
援
制
度
の

適
時
適
切
な
周
知
な
ど
の
支
援
を
実
施

す
る
と
共
に
、
区
の
奨
学
金
制
度
を
含

め
適
切
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

［
自
営
業
者
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
］

過
去
５
年
間
の
状
況
を
伺
う
。

平
成
22
年
か
ら
26
年
の
自
殺
者
数
７

１
８
人
の
う
ち
45
人
が
自
営
業
・
家
族

従
事
者
で
あ
る
。

自
営
業
者
の
自
殺
や
突
然
の
事
故
な

ど
で
事
業
の
継
続
が
困
難
な
場
合
の
対

策
や
相
談
体
制
の
強
化
の
見
解
を
伺
う
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
専
門
家
を
最

初
の
数
回
無
料
で
派
遣
。
事
業
承
継
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
促
す
と
共
に
、
個

別
相
談
へ
つ
な
が
る
よ
う
周
知
を
図
る
。

三
沢
清
太
郎

維
新
の
党

大
田
区
議
会

［
区
内
の
池
の
臭
気
対
応
に
つ
い
て
］

区
の
水
質
・
底
質
調
査
対
象
で
あ
る

河
川
以
外
に
臭
気
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
池
は
な
い
か
。

平
和
の
森
公
園
内
に
あ
る
「
ひ
ょ
う

た
ん
池
」
や
、
本
門
寺
公
園
内
に
あ
る

「
弁
天
池
」な
ど
で
季
節
に
よ
り
臭
気
の

問
題
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。

［
出
産
育
児
一
時
金
を
外
国
人
に
支
給

す
る
際
の
管
理
に
つ
い
て
］

外
国
で
出
産
し
た
場
合
、
出
生
証
明

書
の
真
偽
の
確
認
は
し
て
い
る
の
か
。

一
時
金
申
請
書
に
は
、
出
生
証
明
書

も
領
収
書
も
原
本
と
訳
文
の
添
付
が
必

要
。
外
国
で
の
出
産
は
、
事
前
に
必
要

 

・
持
参
書
類
な
ど
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

準
備
し
た
後
に
申
請
し
て
も
ら
う
の
で

出
生
証
明
書
と
し
て
の
基
本
事
項
が
記

載
さ
れ
関
係
機
関
か
ら
証
明
さ
れ
て
い

る
か
を
中
心
に
確
認
し
て
い
る
。

押
見
　
隆
太

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
］

千
鳥
の
国
有
地
に
高
齢
者
施
設
を
望

む
声
が
多
い
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
計
画
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
と
、
地
域
に
親
し
み
を
持
た
れ

る
視
点
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
や

団
体
と
民
間
事
業
者
が
信
頼
関
係
の
も

と
で
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
で
き

る
施
設
と
す
る
こ
と
が
重
要
。
施
設
内

に
防
災
拠
点
型
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
平
常
時
に
は
交
流
場
所
と
な
る

こ
と
を
想
定
し
た
案
件
は
、
地
域
福
祉

向
上
に
資
す
る
好
事
例
で
あ
る
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
拠
点
と

し
て
、
施
設
整
備
に
向
け
国
有
地
の
活

用
も
含
め
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
元
気
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
］

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
高
齢
者

が
屋
外
で
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
場
所
を
開

放
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
新
た
な
専
用

施
設
を
造
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
施

設
の
有
効
利
用
と
し
て
、
管
理
体
制
を

見
直
し
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
順
次
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

［
清
掃
事
業
に
つ
い
て
］

職
員
の
高
齢
化
な
ど
課
題
が
あ
る
収

集
業
務
の
今
後
の
見
直
し
は
。

収
集
事
業
で
は
、
非
常
勤
職
員
を
採

用
し
収
集
体
制
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
収
集
事
業
の
段
階
的
な
委
託

に
よ
り
事
業
の
効
率
化
を
図
り
安
定
的

で
持
続
可
能
な
収
集
体
制
を
担
保
す
る
。

高
山
　
雄
一

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
防
災
に
つ
い
て
］

区
内
91
か
所
の
学
校
防
災
活
動
拠

点
の
二
年
目
以
降
の
予
算
に
つ
い
て
、

一
律
１
万
円
で
は
な
く
、
必
要
な
物
を

後
か
ら
で
も
購
入
で
き
る
仕
組
み
を
早

急
に
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

整
備
完
了
以
降
の
各
拠
点
へ
の
予
算

配
当
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
特
別
出
張

所
と
調
整
の
上
、
検
討
す
る
。

平
成
28
年
度
以
降
の
耐
震
改
修
促
進

計
画
改
定
に
向
け
た
区
の
考
え
を
伺
う
。

耐
震
化
率
は
、26
年
度
末
現
在
82
か

ら
83
％
。
27
年
度
中
に
最
新
の
耐
震
化

率
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
新
た
な
目
標

を
設
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

建
物
の
耐
震
化
促
進
と
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
未
満
の
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備

事
業
を
連
携
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ら
は
ま
ち
の
安
全
・
安
心
や
住

環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
共
通

点
が
あ
る
。
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
仕

組
み
を
検
討
す
る
。

震
災
時
の
延
焼
火
災
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

燃
え
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
効
果
的
・

効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
規
制
と
助
成

の
最
適
な
在
り
方
を
検
討
す
る
。

［
緊
急
医
療
救
護
所
に
つ
い
て
］

震
災
時
、
区
内
20
か
所
に
開
設
す
る

緊
急
医
療
救
護
所
に
お
い
て
、
開
設
準

備
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

開
設
・
運
営
に
当
た
る
区
の
参
集
予

定
職
員
を
定
め
て
い
る
。
参
集
訓
練
や

医
療
救
護
訓
練
を
順
次
進
め
て
い
る
。

緊
急
医
療
救
護
所
で
は
中
等
症
以
上

の
傷
病
者
は
区
が
病
院
に
搬
送
す
る
が
、

準
備
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

各
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
す
る
。

災
害
の
規
模
や
状
況
に
よ
り
区
の
保
有

車
両
や
各
協
定
先
の
車
両
を
活
用
し
た

搬
送
も
計
画
中
で
あ
る
。

［
学
校
用
務
業
務
に
つ
い
て
］	

27
年
度
に
引
き
続
き
28
年
度
も
小
中

学
校
各
４
校
で
学
校
用
務
業
務
な
ど
が

外
部
委
託
と
な
る
。
管
理
体
制
を
伺
う
。

日
常
業
務
は
、
各
学
校
の
週
１
回
の

業
務
打
ち
合
わ
せ
で
確
認
し
て
い
る
。

業
務
日
報
は
、
学
校
と
教
育
委
員
会
事

務
局
に
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

随
時
訪
問
し
、
実
施
状
況
の
調
査
、
聞

き
取
り
も
併
せ
て
行
い
、
今
後
も
良
好

な
学
校
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

区
政をきく

一
般
質
問
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長
野
　
元
祐

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
精
神
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
］

精
神
障
が
い
者
就
労
支
援
へ
の
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
を
立
ち
上
げ
、
各
事
業
所
と

連
携
し
10
月
末
現
在
31
人
が
就
労
に
結

び
つ
い
た
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
定
着

の
支
援
を
図
っ
て
い
く
。

［
中
央
防
波
堤
帰
属
に
つ
い
て
］

双
方
が
全
島
帰
属
の
主
張
を
鮮
明
に

し
て
お
り
、
話
し
合
い
の
余
地
は
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
。
議
論
に
終
止
符
を
打
つ

と
き
。
区
長
の
決
意
を
伺
う
。

長
年
の
経
緯
を
踏
ま
え
帰
属
が
話
し

合
い
で
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
70
万
区
民
の
代
表
と
し
て
、

区
民
の
想
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
迅

速
か
つ
着
実
に
解
決
へ
の
道
を
目
指
し

て
い
く
。

［
セ
ー
ラ
ム
市
と
の
交
流
活
発
化
］

郷
土
博
物
館
と
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
・
エ

セ
ッ
ク
ス
博
物
館
と
の
交
流
、
姉
妹
館

と
し
て
の
連
携
・
協
力
の
内
容
は
。

平
成
４
年
と
17
年
に
、
日
本
資
料
の

整
理
協
力
の
た
め
学
芸
員
を
派
遣
。
そ

の
後
25
年
に
江
戸
東
京
博
物
館
開
催
の

モ
ー
ス
の
特
別
展
で
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
と
共
に
複
数
館
の
交
流
事
業
と

し
て
協
力
し
た
。

ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物

館
の
拡
充
事
業
に
あ
わ
せ
郷
土
博
物
館

か
ら
所
蔵
物
の
貸
し
出
し
、
区
を
通
し

た
区
民
寄
付
な
ど
の
考
え
を
伺
う
。

区
で
は
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
博
物
館
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
会
員
と
な
り
同
館
の
支

援
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。
区
民
寄
付

は
、
事
業
の
状
況
も
把
握
し
、
今
後
の

交
流
に
お
い
て
広
く
区
民
の
理
解
の
も

と
促
進
し
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
く
。

セ
ー
ラ
ム
市
の
子
ど
も
た
ち
と
次
世

代
交
流
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
交
換
留

学
制
度
を
区
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
滞
っ

て
い
る
セ
ー
ラ
ム
市
か
ら
の
学
生
団
の

受
け
入
れ
の
再
開
な
ど
、
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
連
携
を
強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の
事
業
を
積
極

的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
セ
ー
ラ

ム
市
の
中
高
生
な
ど
の
若
い
世
代
と
の

交
流
を
進
め
、
相
互
理
解
と
友
好
を
深

め
ら
れ
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
。

大
森
　
昭
彦

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
羽
田
空
港
跡
地
活
用
に
つ
い
て
］

区
民
か
ら
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
整

備
方
針
に
反
映
さ
せ
た
の
か
伺
う
。

区
民
意
見
に
は
羽
田
の
祭
り
と
の
連

携
、
限
ら
れ
た
土
地
の
有
効
活
用
、
多

様
な
来
訪
者
を
想
定
し
た
整
備
の
必
要

性
、
環
境
面
へ
の
配
慮
な
ど
が
あ
り
、

整
備
方
針
の
表
現
に
加
え
た
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
有
意
義

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
の
考
え
を
伺
う
。

第
１
ゾ
ー
ン
は
、
７
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
支
え
る
機
能
と
し

て
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
の
整
備

を
想
定
し
て
お
り
、
施
設
内
を
分
割
し

て
利
用
で
き
る
工
夫
も
重
要
と
考
え
る
。

跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
パ
ー

ス
が
公
表
さ
れ
た
が
、
見
る
人
に
よ
っ

て
は
、「
施
設
の
概
要
が
固
ま
っ
た
」

と
判
断
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

仮
に
想
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
一
つ
の

参
考
と
し
て
描
い
た
も
の
。
建
物
の
具

体
的
な
規
模
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
を
踏
ま
え
て
、
跡
地
整
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

都
や
国
と
連
携
し
て
、
２
０
２
０
年

の
概
成
に
向
け
跡
地
整
備
に
取
り
組
む
。

［
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
］

開
催
に
当
た
り
多
く
の
来
訪
者
に
対

し
、
現
時
点
で
不
足
気
味
の
宿
泊
施
設

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
う
手
当
て

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

区
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
組
合
の
方
々

の
支
援
や
協
力
を
い
た
だ
き
、
民
泊
を

含
め
て
今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

開
催
に
際
し
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
ど

う
誘
致
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

区
で
は
、
各
競
技
団
体
の
キ
ャ
ン
プ

地
選
定
に
係
る
キ
ー
マ
ン
の
分
析
を
進

め
、
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
に
対
し
て
も

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、

体
育
館
床
保
護
材
の
活
用
を
伺
う
。

床
保
護
材
は
、
必
要
な
施
設
に
貸
し

出
し
て
最
大
限
に
有
効
活
用
し
て
い
く
。

［
新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
に
つ
い
て
］

大
田
区
が
受
け
る
経
済
波
及
効
果
は
。

直
接
効
果
と
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

都
と
の
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

連
携
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

本
事
業
推
進
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
。

気
運
の
醸
成
、
関
係
者
間
の
合
意
、

蒲
田
を
含
め
た
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
も

併
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

湯
本
良
太
郎

闘
う
改
革
の
会

指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫
が
発
揮
で

き
る
官
民
の
関
わ
り
と
な
っ
て
い
る
か
。

ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
営
力
の
活
用
を
通
じ
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
制
度
と
す
る
。

指
定
管
理
者
制
度
を
期
待
ど
お
り
機

能
さ
せ
る
要
点
は
、
官
民
が
同
じ
目
線

で
区
政
発
展
に
向
け
て
語
れ
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

一
定
の
裁
量
の
も
と
官
民
が
同
じ
目

線
で
向
上
を
図
る
こ
と
が
肝
要
。

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
］

開
催
す
る
に
当
た
り
、
様
々
な
計
画

を
実
施
す
る
際
、
ど
の
程
度
の
予
算
規

模
で
対
応
を
乗
り
切
る
予
定
か
を
伺
う
。

開
催
に
向
け
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。
27
年
度
全
体
の
予
算

額
は
総
事
業
数
36
事
業
、
総
予
算
額
６

億
２
４
６
１
万
円
余
で
あ
る
。
引
き
続

き
適
正
な
予
算
計
上
を
行
っ
て
い
く
。

松
原
　
　
元

大
田
区
議
会

民
主
党

［
国
の
地
方
創
生
戦
略
と
大
田
区
に
お

け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
戦
略
］

「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
は
地
方
創
生

に
向
か
う
国
の
方
針
や
ふ
る
さ
と
納
税

で
の
減
収
へ
の
対
策
、
各
地
域
の
カ
ン

フ
ル
剤
と
な
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

大
田
区
に
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
他
の

地
域
で
暮
ら
す
方
が
、
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
で
新
た
な
交
流
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
地
域

活
性
化
や
交
流
推
進
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

［
動
物
愛
護
施
策
に
つ
い
て
］

地
域
の
猫
問
題
の
解
決
の
た
め
、
地

域
猫
活
動
の
推
進
が
必
要
。
区
が
行
っ

て
い
る
地
域
へ
の
支
援
の
現
状
を
伺
う
。

苦
情
相
談
が
多
い
地
域
は
、
職
員
が

実
態
把
握
を
行
い
、
地
域
の
会
議
に
出

席
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
作
成
の
手
伝
い
や
、
保
護
ケ
ー

ジ
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
猫
活
動
の
報
告
を
受
け
な
が
ら
継

続
し
た
支
援
に
努
め
る
。

岡
　
　
高
志

大
田
区
議
会

民
主
党

［
ス
プ
リ
ン
グ
バ
レ
ー
構
想
の
推
進
］

東
工
大
と
の
連
携
関
係
を
生
か
し
て

キ
ラ
キ
ラ
し
た
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
産
学
連
携
を
主
軸

と
し
た
企
業
立
地
支
援
策
は
ど
う
か
。

区
は
研
究
開
発
型
企
業
や
成
長
産
業

分
野
を
担
う
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
な
ぞ
ら
え

東
工
大
の
周
辺
地
域
を
ス
プ
リ
ン
グ
バ

レ
ー
と
名
づ
け
、
産
学
連
携
拠
点
か
ら

育
つ
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
有
志
の
区
民
が
出

資
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

官
民
の
役
割
を
分
析
し
、
民
間
の
投

資
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

［
教
育
の
自
治
体
格
差
解
消
］

区
の
教
育
予
算
は
他
区
と
比
べ
て
十

分
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
も
遅
れ
て

い
る
。
早
期
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

機
器
を
入
れ
る
こ
と
が
目
標
で
は
な

く
、
そ
の
先
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
か

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

福
井
　
亮
二

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
中
小
工
場
存
続
に
大
胆
な
支
援
を
］

町
工
場
の
仕
事
お
こ
し
や
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
小
型
風
力
発

電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
区

の
基
盤
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
支
援
を
。

成
長
産
業
分
野
へ
の
参
入
を
後
押
し

し
、
区
の
基
盤
技
術
と
工
業
集
積
の
維

持
・
発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

大
企
業
に
対
し
、
訪
問
や
文
書
な
ど

で
指
導
し
、
一
方
的
な
単
価
切
り
下
げ

や
仕
事
切
り
を
や
め
る
よ
う
求
め
よ
。

大
企
業
に
対
す
る
個
別
の
訪
問
や
文

書
の
配
布
、
区
独
自
の
相
談
窓
口
の
考

え
は
な
い
。

今
あ
る
技
術
を
生
か
し
広
げ
て
い
く

た
め
、
常
設
展
示
場
を
設
置
す
べ
き
。

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
整
備
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
広
げ
て
い
く

た
め
の
専
門
家
集
団
を
つ
く
り
、
町
工

場
を
支
援
す
べ
き
。

「
受
発
注
相
談
事
業
」
を
既
に
行
っ

て
い
る
。

［
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て
］

空
き
店
舗
対
策
と
し
て
商
店
街
に
生

鮮
三
品
を
誘
致
す
る
た
め
に
区
内
商
店

街
に
特
段
の
支
援
を
求
め
る
。

生
鮮
三
品
に
絞
っ
た
空
き
店
舗
対
策

は
考
え
て
い
な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
対
象
を
商

店
に
つ
い
て
も
拡
充
す
べ
き
。

商
店
へ
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

繁
盛
店
創
出
事
業
・
創
業
者
支
援
事

業
・
賃
貸
事
業
所
賃
料
助
成
な
ど
の
拡

充
を
含
め
、
空
き
店
舗
対
策
を
求
め
る
。

賃
貸
事
業
所
賃
料
助
成
事
業
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
く
。

［
安
心
し
て
住
め
る
介
護
保
険
制
度
］

区
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
へ
の
支

援
を
行
う
と
共
に
、
独
自
に
雇
用
す
べ

き
。
関
係
機
関
の
連
携
及
び
認
知
症
施

策
の
推
進
強
化
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
の
活
躍
の
場
の
提
供
を
含
め
、
適

切
に
対
応
す
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
支
援
を
早
急

に
す
す
め
、
将
来
的
に
は
各
特
別
出
張

所
単
位
で
の
設
置
支
援
を
求
め
る
。

現
在
、
す
で
に
事
業
実
施
に
向
け
た

検
討
に
着
手
し
て
い
る
。

区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
失
業

者
な
ど
へ
の
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

の
実
施
を
求
め
る
。

相
談
の
際
は
適
切
に
対
応
す
る
。

［
子
育
て
し
や
す
い
保
育
制
度
を
］

認
可
保
育
所
な
ど
の
申
し
込
み
締
め

切
り
日
を
、
少
な
く
と
も
来
年
の
１
月

15
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

今
後
も
、
受
付
窓
口
で
の
丁
寧
な
案

内
や
き
め
細
か
な
相
談
対
応
な
ど
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

保
育
料
の
値
下
げ
を
す
る
べ
き
。

区
と
し
て
保
育
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
適
切
に
対
応
す
る
。

申
し
込
ん
で
も
入
れ
な
か
っ
た
児
童

数
に
見
合
っ
た
認
可
保
育
所
の
増
設
を
。

待
機
児
解
消
に
向
け
た
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
、
保
育
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
迅
速
に
取
り
組
む
。

● 議員紹介
● 会議日程
● 本会議の結果
● 特別委員会の報告書
● 議会中継
● 会議録の検索
● 決議・意見書
● 請願・陳情の審査結果
● 区議会だより
● 大田区議会ガイドブック

ホームページのご案内
　ホームページで議会の新着情報や議員名簿、会議日程など
をお知らせしています。ぜひご活用ください。

大田区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/

主な掲載内容
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No.217 議会中継  本会議などの模様を録画したテレビ中継画像をインターネットで配信しています。
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◎
は
全
会
一
致
（
4
件
）

 

◆
は
賛
成
者
多
数（
25
件
）

区
長
提
出
議
案

平
成
27
年
度
補
正
予
算

◎
一
般
会
計
（
第
３
次
）

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
１
、
５
０
０

万
円
増
額
す
る
。

条
例
の
制
定

◆
大
田
区
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞

在
施
設
経
営
事
業
に
関
す
る
条
例

　
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設

経
営
事
業
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
。

◆
大
田
区
空
家
等
対
策
審
議
会
条
例

　
空
家
等
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
区
長
の
付
属

機
関
を
設
置
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◆
大
田
区
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
条
例

　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
事
務
及
び
当
該

事
務
に
お
い
て
利
用
す
る
特
定
個
人
情

報
を
加
え
る
ほ
か
、
規
定
を
整
理
す
る
。

◆
大
田
区
特
別
区
税
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税

減
免
申
請
書
等
の
記
載
事
項
を
整
備
す

る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

◆
大
田
区
介
護
保
険
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
徴
収
猶
予
申

請
書
等
の
記
載
事
項
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
手
数
料
条
例

　
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設

経
営
事
業
の
認
定
に
係
る
手
数
料
を
定

め
る
。

◎
大
田
区
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科

医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
条
例

　
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る

た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
長
等
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例

　
区
長
及
び
副
区
長
の
給
料
月
額
及
び
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
行
政
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
教
育
委
員
会
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
等
の
報
酬
月
額
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例

　
常
勤
の
識
見
監
査
委
員
の
給
料
月
額
及

び
期
末
手
当
の
支
給
月
数
並
び
に
非
常

勤
の
識
見
監
査
委
員
及
び
議
員
の
う
ち

か
ら
選
任
さ
れ
た
監
査
委
員
の
報
酬
月

額
を
改
定
す
る
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
職
員
の
給
料
月
額
及
び
勤
勉
手
当
の
支

給
月
数
を
改
定
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
。

◆
大
田
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例

　
教
育
長
の
給
料
月
額
及
び
期
末
手
当
の

支
給
月
数
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

　
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
月
額
及
び
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
期
間
：
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

　
か
っ
こ
内
は
指
定
管
理
者
の
名
称

◆
大
田
区
立
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

　
・	

大
田
区
立
お
お
も
り
園

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
池
上
長
寿
園
）

◆
大
田
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
・	

大
田
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
蒲

田

　
・	

大
田
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
糀

谷

　
・	

大
田
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た

ま
が
わ

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
池
上
長
寿
園
）

◆
大
田
区
立
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

　
・	

大
田
区
立
南
馬
込
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
蒲
田
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
田
園
調
布
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
徳
持
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
糀
谷
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
下
丸
子
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
矢
口
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

　
・	

大
田
区
立
た
ま
が
わ
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
池
上
長
寿
園
）

　
・	

大
田
区
立
大
森
本
町
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
東
京
蒼
生
会
）

◆
大
田
区
立
心
身
障
害
者
自
立
生
活
訓
練

施
設

　
・
大
田
区
立
つ
ば
さ
ホ
ー
ム
前
の
浦

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
大
田
幸
陽
会
）

◆
大
田
区
立
障
害
者
福
祉
施
設

　
・
大
田
区
立
久
が
原
福
祉
園

　
・
大
田
区
立
う
め
の
き
園

　
・
大
田
区
立
う
め
の
き
園
分
場

　
　

	（
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
知
的
障
害

者
育
成
会
）

　
・
大
田
区
立
新
井
宿
福
祉
園

　
・
大
田
区
立
池
上
福
祉
園

　
・
大
田
区
立
し
い
の
き
園

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
大
田
幸
陽
会
）

◆
大
田
区
立
前
の
浦
集
会
室

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
大
田
幸
陽
会
）

◆
大
田
区
立
母
子
生
活
支
援
施
設

　
・
大
田
区
立
コ
ス
モ
ス
苑

　
・
大
田
区
立
ひ
ま
わ
り
苑

　
　
（
社
会
福
祉
法
人
大
洋
社
）

公
園
の
廃
止

◎
大
田
区
立
三
棟
児
童
公
園

　
都
営
本
羽
田
二
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト
の

建
て
替
え
工
事
に
伴
い
、
大
田
区
立
三

棟
児
童
公
園
を
廃
止
す
る
。

　
廃
止
の
期
日
：
平
成
28
年
１
月
18
日

そ
の
他

◎
町
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
東
海
六
丁
目
３
番
、
東
海
三
丁
目
３
番
、

城
南
島
六
丁
目
１
番
及
び
城
南
島
七
丁

目
１
番
の
地
先
公
有
水
面
埋
立
地
を
東

海
六
丁
目
に
編
入
す
る
。

報
告

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分　

・
中
小
企
業
融
資
資
金
譲
受
債
権
支
払
滞

納
者
に
対
す
る
貸
金
返
還
請
求
に
関
す

る
訴
え
の
提
起

　
処
分
日
：
平
成
27
年
10
月
30
日

　

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
１
９
４
万
２
、

２
４
４
円

・
大
田
区
奨
学
金
返
還
請
求
に
関
す
る
訴

え
の
提
起

　
⑴
処
分
日
：
平
成
27
年
11
月
２
日

　
　

	

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
２
９
５
万
６
、

０
０
０
円

　
⑵
処
分
日
：
平
成
27
年
11
月
２
日

　

	　

	

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
50
万
６
、
８

０
０
円

●
訴
え
提
起
前
の
和
解
に
係
る
専
決
処
分

　
使
用
料
等
の
支
払
を
求
め
る
訴
え
提
起

前
の
和
解

　
処
分
日
：
平
成
27
年
11
月
２
日

　
和
解
の
目
的
の
価
額
：
３
７
５
万
４
、

　
７
９
６
円

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決
定

に
係
る
専
決
処
分

　
ス
プ
レ
ー
缶
塗
料
飛
散
に
よ
る
物
損
事

故
　
処
分
日
：
平
成
27
年
10
月
５
日

　
賠
償
金
額
：
48
万
５
、
６
２
３
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
大
田
区
大
森
地
域
庁
舎
大
規
模
改
修
工

事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
27
年
８
月
31
日

　

契
約
金
額
を
５
億
３
、
０
２
７
万
９
、

７
０
０
円
か
ら
５
億
４
、
４
７
７
万
３
、

３
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
大
森
地
域
庁
舎
大
規
模
改
修
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
27
年
８
月
31
日

　

契
約
金
額
を
２
億
６
、
７
７
６
万
４
、

１
０
０
円
か
ら
２
億
７
、
２
８
７
万
２
、

５
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
下
丸
子
図
書
館
耐
震
補
強
そ

の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
平
成
27
年
10
月
26
日

　

契
約
金
額
を
１
億
７
、
０
７
３
万
７
、

２
０
０
円
か
ら
１
億
７
、
０
３
８
万
８

０
０
円
に
変
更
す
る
。

任
命
に
伴
う
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◆
尾
形　

威

◆
芳
賀　

淳

議
員
提
出
議
案

◆
テ
ロ
対
策
の
強
化
・
充
実
を
求
め
る
意

見
書

　
（
８
面
に
全
文
を
掲
載
）

そ
の
他

議
員
の
派
遣

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
先
進
議
会
視
察

　
派
遣
期
間
：
平
成
28
年
１
月
20
日
か
ら

１
月
21
日
ま
で

　
派
遣
場
所
：
長
崎
県
諫
早
市
、
福
岡
県

嘉
麻
市

　
派
遣
議
員
：
伊
藤
和
弘
、
押
見
隆
太
、

　
伊
佐
治
剛
、
勝
亦
聡
、
田
島
和
雄
、

　
森
愛
、
馬
橋
靖
世

◆
長
野
県
東
御
市
議
会
親
善
訪
問

　
派
遣
期
間
：
平
成
28
年
２
月
16
日
か
ら

２
月
17
日
ま
で

　
派
遣
場
所
：
長
野
県
東
御
市

　
派
遣
議
員
：
高
瀬
三
徳
、
松
原
茂
登
樹
、

　
伊
藤
和
弘
、
押
見
隆
太
、
鈴
木
隆
之
、

　
深
川
幹
祐
、
渡
司
幸
、
高
山
雄
一
、

　
松
本
洋
之
、
勝
亦
聡
、
秋
成
靖
、

　
玉
川
英
俊
、
小
峰
由
枝
、
椿
真
一
、

　
大
竹
辰
治
、
福
井
亮
二
、
山
崎
勝
広
、

　
松
原
元
、
荻
野
稔
、
三
沢
清
太
郎
、

　
湯
本
良
太
郎
、
北
澤
潤
子
、
馬
橋
靖
世

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第4回

第
1
回
定
例
会

２
月	

19
日	

本
会
議
（
第
１
日
）

	

23
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

25
日	

本
会
議
（
第
２
日
）

	

26
日	

本
会
議
（
第
3
日
）

	
	

予
算
特
別
委
員
会

	

29
日	

常
任
委
員
会

３
月	

1
日	

常
任
委
員
会

	

２
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

３
日	

特
別
委
員
会

	

7
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
4
日
）

	
	

予
算
特
別
委
員
会

	

8
日	

委
員
会

	

9
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

10
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

11
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

14
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

15
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

16
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

17
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

22
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

25
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
5
日
）

○
請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り

　

第
１
次
分　

２
月
12
日
（
金
）

　

第
２
次
分　

２
月
24
日
（
水
）

第
2
回
定
例
会

６
月	

9
日	

本
会
議
（
第
１
日
）

	

10
日	

本
会
議
（
第
２
日
）

	

13
日	

常
任
委
員
会

	

14
日	

常
任
委
員
会

	

15
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

16
日	

特
別
委
員
会

	

20
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
３
日
）

○
請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り

　

６
月
2
日
（
木
）

第
3
回
定
例
会

９
月	

14
日	

本
会
議
（
第
１
日
）

	

15
日	

本
会
議
（
第
２
日
）

	
	

決
算
特
別
委
員
会

	

16
日	

常
任
委
員
会

	

21
日	

常
任
委
員
会

	

23
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

26
日	

特
別
委
員
会

	

28
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
３
日
）

	
	

決
算
特
別
委
員
会

	

29
日	

委
員
会

	

30
日	

決
算
特
別
委
員
会

10
月	

3
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

4
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

５
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

6
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

11
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

13
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
４
日
）

○
請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り

　

第
１
次
分　

９
月
7
日
（
水
）

　

第
２
次
分　

９
月
14
日
（
水
）

第
4
回
定
例
会

11
月	

29
日	

本
会
議
（
第
１
日
）

	

30
日	

本
会
議
（
第
２
日
）

12
月	

１
日	

常
任
委
員
会

	

2
日	

常
任
委
員
会

	

5
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

6
日	

特
別
委
員
会

	

8
日	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

本
会
議
（
第
３
日
）

○
請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り

　

11
月
21
日
（
月
）

※
以
上
は
予
定
で
あ
り
、
実
際
の

日
程
は
、
各
定
例
会
開
催
前
の
議

会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

詳
細
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成28年 定例会の予定
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今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ
れ
た
も
の

及
び
継
続
審
査
し
て
い
た
も
の
で
今
回
採

決
し
た
も
の
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

か
っ
こ
内
が
審
査
結
果
で
す
。

保
健
福
祉
委
員
会

●
大
田
区
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞

在
施
設
経
営
事
業
条
例
案
に
関
す
る
陳

情
（
不
採
択
）

●
自
衛
隊
宿
舎
を
老
人
福
祉
施
設
と
し
て

活
用
ま
た
は
招
致
し
て
ほ
し
い
陳
情

（
継
続
）

●
骨
格
提
言
に
基
づ
く
障
害
者
総
合
支
援

法
３
年
後
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
（
継
続
）

●
「
大
田
区
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人

滞
在
施
設
経
営
事
業
条
例
（
仮
称
）
案
」

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
簡
易
宿
所
の
申
請
に
お
け
る
書
類
・
手

続
き
情
報
の
明
確
化
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

●
す
べ
て
の
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
そ
だ

つ
大
田
区
を
め
ざ
す
為
の
請
願
（
不
採

択
）

羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会

●
騒
音
と
事
故
の
不
安
、
子
供
達
の
学
び

育
つ
環
境
を
こ
わ
す
羽
田
空
港
の
飛
行

経
路
案
を
心
配
す
る
陳
情
（
継
続
）

防
災
・
安
全
対
策
特
別
委
員
会

●
区
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
関
す
る
陳

情
（
継
続
） 定

例
会
の

請
願
・
陳
情
の
結
果

第4回

会　派　名
（所属議員数）

件　　　名

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
民
主
党

維
新
の
党
大
田
区
議
会

大
田
区
議
会
緑
の
党

次
世
代
の
党

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

闘
う
改
革
の
会

大
田
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
田
無
所
属
の
会 結
　
　
　
果

⒃ ⑿ ⑼ ⑸ ⑵ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

条例の
制定

大田区国家戦略特別
区域外国人滞在施設
経営事業に関する条
例

○ ○ × ○ ○ × × × ○ × ○ 可決

大田区空家等対策審
議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

条例の
一部
改正

大田区行政手続にお
ける特定の個人を識
別するための番号の
利用等に関する条例

○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

大田区特別区税条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区国民健康保険
条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

大田区手数料条例 ○ ○ × ○ ○ × × × ○ × ○ 可決
大田区介護保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区長等の給料等
に関する条例 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ 可決

大田区行政委員会の
委員の報酬及び費用
弁償に関する条例

○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ 可決

大田区監査委員の給
与等に関する条例 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ 可決

職員の給与に関する
条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区教育委員会教
育長の給与等に関す
る条例

○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ 可決

大田区議会議員の議
員報酬、費用弁償及
び期末手当に関する
条例

○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ 可決

指定
管理者
の指定

大田区立軽費老人
ホーム ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区立特別養護老
人ホーム ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区立高齢者在宅
サービスセンター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区立心身障害者
自立生活訓練施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区立障害者福祉
施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区立前の浦集会
室 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

大田区立母子生活支
援施設 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員
提出
議案

大田区就学援助費支
給条例 × × ○ × 棄権 ○ × × × ○ × 否決

テロ対策の強化・充
実を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

議員の
派遣

ＩＣＴ化先進議会視
察 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

長野県東御市議会親
善訪問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

意見が異なった議案などに対する各会派の態度
○：賛成　×：反対　棄権：表決に加わらなかった期　　間 平成27年10月10日から10月16日まで

訪問都市 アメリカ合衆国／マサチューセッツ州セーラム市、テキサス州ヒューストン市
訪問団員 田中一𠮷、松原茂登樹、押見隆太、長野元祐、渡司幸、高山雄一、
　　　　　田村英樹、大橋武司、黒川仁
　大田区の姉妹都市であるセーラム市では、キンバリー・ドリスコール市長を表
敬訪問し、更なる友好親善の促進や今後の展望について意見交換を行いました。
　また、同市にあるウィッチクラフトハイツ小学校及び大田区立郷土博物館の姉
妹館であるピーボディー・エセックス博物館を訪問し、教育や文化財の保護展示
などについて意見交換しました。
　産業調査で訪れたヒューストン市では、ベ
ンチャー企業の成長を支援する施策を調査す
るためヒューストンテクノロジーセンターへ
の視察を行ったほか、航空産業分野への参入
の機会を調査するためJAXAヒューストン駐
在員事務所を、企業の海外進出支援施策のた
めJETROヒューストン事務所を訪ね大田区
産業とのマッチングの可能性などについて調
査しました。

　詳細は、「大田区議会年報平成27年版」に掲載の報告書をご覧ください（平成28年２月発行予定）。
なお、年報は区議会ホームページの「議会活動を知る（傍聴等）」からご覧いただけます。

期　　間 平成27年10月19日から10月24日まで
訪問都市 中華人民共和国／北京市朝陽区、遼寧省大連市
訪問団員 高瀬三徳、伊藤和弘、鈴木隆之、伊佐治剛、秋成靖、玉川英俊、松原元

　大田区の友好都市である北京市朝陽区では、人民代表大会常務委員会 佟克克 主
任、人民政府 孫其軍 副区長、北京市人民対外友好協会 高双進 副会長などの関係
方々を訪問し、夏季の青少年相互交流の成果を確認し、より一層の友好関係の促
進について話し合いをもちました。
　大田区議会と友好協力関係に関する覚書を取り交わしている大連市では、人民
代表大会常務委員会 里景瑞 主任を訪問し、羽田空港への直行便就航の実現や経済
交流、青少年や市民間の交流促進につい
て意見交換を行い、更に協力関係を深め
ていくことを確認しました。また、大連
市では、経済技術開発地区の産業施設を
視察したほか、大連周水子国際空港とそ
の周辺施設の視察を行いました。その他、
大連市民政局、新潟県大連経済事務所を
視察し、現状及び課題に関する調査を行
いました。

セーラム市長を表敬訪問

期　　間 平成27年10月18日から10月25日まで
訪問都市 �スイス連邦／ヴォー州イヴェルドン・レ・バン市、ローザンヌ市、
　　　　　�ジュネーヴ州ジュネーヴ市　ドイツ連邦共和国／ノルトライン・ヴェスト

ファーレン州デュッセルドルフ市、ヴィリッヒ市
訪問団員 松原秀典、安藤充、大森昭彦、塩野目正樹、深川幹祐、勝亦聡、
　　　　　広川恵美子、岡高志
　スイスでは、平成26年に産業支援協定を締結したイヴェルドン・レ・バン市政
府を訪問しました。州・市幹部との面会では、区内産業の更なる進出を依頼され
るなど、相互の発展に向けて今後も強固な関係を維持していくことを確認しまし
た。Y-PARC及びスイス連邦工科大学ローザンヌ校では、世界から進出している
企業との連携による迅速な商品化への効果を学び、産学の社会貢献の意義を再認
識しました。ジュネーヴ市では、ILO（国際労働機関）で世界の労働事情を、ジュ
ネーヴ領事事務所では、スイスの経済概況や日本企業との連携について意見交換
しました。ドイツに入り、JETROや日本商工会議所において、ドイツの経済概況
や日系企業の受け入れの現況を調査し、NRW
インヴェストでは、国を挙げて推進するインダ
ストリー4.0を区の産業にどう取り込む可能性
があるかを学び、最後に訪問したヴィリッヒ市
政府では、市長と面会し大田区の中小企業との
関係強化について意見交換しました。区の高い
技術力と羽田空港への地の利の良さは、両国で
も認識されており、区の産業が世界に躍進でき
るものと確信する視察となりました。 イヴェルドン・レ・バン市政府を訪問

北京市朝陽区人民代表大会を表敬訪問

　本会議及び予算・決算特別
委員会の様子を中継します。
　中継をご覧になれる施設は、
以下のとおりです。

議会ライブ中継のご案内

● 区役所本庁舎１階ロビー
● 大田区民ホール・アプリコ
● 特別出張所
● 大田区産業プラザ PiO
● 大田区総合体育館

　原則として、
特別出張所で
は開会時間か
ら午後5時まで
放映します（そ
の他の施設は
会議時間によ
り延長あり）。

親善訪問調査〜産業調査〜
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　大田区議会では、区政に関係する諸課題について知識や議論を深めるため、各分野の専門
家を招き、全議員を対象とした研修会を開催しています。
　平成27年度は、これまで以下のとおり開催しました。

本紙は古紙配合率 80％再生紙を使用しています。

テロ行為に対しては、世界の国々が力を合わせて立ち向かっており、
我が国も国際社会の一員としてその根絶に向けた取組を進めている。

しかしながら、先般フランスの首都であるパリでは、一連のテロ行為
により多数の死傷者が生じるなど、今日も世界各国にとってテロは継続
した脅威である。このような無差別に殺りくを行うテロ行為は、いかな
る理由や目的によっても正当化されるものではなく、我が国はテロを非
難するとともに、決してテロを許さない姿勢を堅持していかなければな
らない。

大田区は日本の空の玄関口である羽田空港を抱えており、テロリス
トの標的になる可能性を否定することはできない。2020年の東京オリ
ンピック・パラリンピック開催を控え、羽田空港には国内外を問わず
多数の利用者が訪れることとなり、区民はもとより国内外からの来訪
者の安全と安心を確保することは何よりも優先されるべきことであ
る。政府においては、国際テロ情報収集ユニットの新設などの新たな
対策に取り組んでいるが、より一層の具体性ある対策の検討、実行は
喫緊の課題である。
　よって、大田区議会は、国会及び政府に対し、国際社会情勢の変化
に常に対応すべく、テロ対策の不断の見直しを行うとともに、さらなる
対策の強化・充実を早急に実現するよう強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成27年12月７日
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
財務大臣、法務大臣、外務大臣、国土交通大臣、
防衛大臣及び国家公安委員会委員長　宛

大田区議会議長

テロ対策の強化・充実を求める意見書
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議席図
平成27年12月7日現在

開 催 日 平成27年７月15日（水）
テ ー マ 政務活動費を巡る諸問題
講 　 師 橋本 勇 氏

 東京平河法律事務所　弁護士
 大田区議会政務活動費審査会委員
　昨年4月の改選に伴い、新人議員10人を含む50名の議
員が、選出されました。研修会では、地方議会における様々な事例を交え、政務活動費の使
途や適切なルールについて改めて確認しました。

開 催 日 平成27年12月３日（木）
テ ー マ 大田区とMICEの多様な可能性について
講 　 師 太田 正隆 氏

 ㈱JTB総合研究所コンサルティング事業部
 MICE戦略室 主席研究員
　MICE（マイス）は、会議（Meeting）、企業の行う報奨・
研修旅行（Incentive Travel）、国際会議（Convention）、
展示・イベント（Exhibition/Event）の頭文字をとったもので、地域への経済効果が大きい
といわれています。羽田空港があり外国人来訪者数の増加に加え、東京オリンピック・パラ
リンピックの開催や国家戦略特区指定などを契機とし、MICEの知識を深め、議会における
議論の参考となるよう今回の研修会を開催しました。
　講師からは、イギリスのラグビーワールドカップの経済効果や日本でのサミット実施の事例、
区と同じ臨海部を持つ地域での具体例など多数採り上げていただき、区のにぎわいの創出につ
ながる今後の展開や波及効果など、様々な視点から講話をいただきました。

謹 賀 新 年

自民 自由民主党大田区民連合	 ☎5744-1480
公明 大田区議会公明党	 ☎5744-1488
共産 日本共産党大田区議団	 ☎5744-1477
民主 大田区議会民主党	 ☎5744-1475
維新 維新の党大田区議会	 ☎5744-1718
緑 大田区議会緑の党	 ☎5744-1479

次世代 次世代の党	 ☎5744-1478
フェア民 フェアな民主主義	 ☎5744-1469
改革 闘う改革の会	 ☎5744-1674
ネット 大田・生活者ネットワーク	 ☎5744-1673
無所属 大田無所属の会	 ☎5744-1675

平成27年度議員研修会を開催


